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「考え、議論する道徳」の
実現に向けて



校内研修パッケージ コンテンツ

①新学習指導要領の趣旨を踏まえた道徳科の授業

②道徳教育のカリキュラム・マネジメントの充実
③道徳科の特質を踏まえた授業改善
④道徳科の授業におけるICTの効果的な活用
⑤道徳科の評価の改善・充実



道徳教育の
カリキュラム・マネジメントの充実

Contents②



学校として
どのような子どもを育てたいのかが
明らかになっていますか？
子どもたちのどのような心を
育てたいのですか？



○ 学校の教育活動全体を通じた道徳教育

○ 道徳教育の全体計画の評価、改善

○ 全体計画の別葉の評価、改善

内 容



学校の教育活動全体を通じた道徳教育



日常生活や今後出会うであろう様々な場面、状況において、道徳的価値を実現する
ための適切な行為を主体的に選択し、実践することができるような道徳性を養う

◆例えば
「よりよい学校生活、集団生活の充実」
「感謝」「相互理解、寛容」
「節度、節制」「規則の尊重」
「公正・公平、社会正義」
「生命の尊重」 など

学校の教育活動全体を通じた道徳教育
例えば、
新型コロナウイルス感染症に伴い、
・医療従事者などへの不当な差別
・SNSにおける誹謗中傷

直接的な指導

道徳科における指導

差別や誹謗中傷を
してはいけませんよ

カリキュラム・マネジメント

心のケア



学校における道徳教育は、特別の教科である道徳
（以下「道徳科」という）を要として学校の教育活動全
体を通じて行うものであり、道徳科はもとより、各教科、
外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動のそ
れぞれの特質に応じて、児童（生徒）の発達の段階を
考慮して、適切な指導を行うこと。

学校で行う道徳教育は、
学校の教育活動全体を通して行うことが、
学習指導要領の総則に示されています。

学校の教育活動全体を通じた道徳教育

「小（中）学校学習指導要領 第１章 総則の第１の２（２）」
※（ ）は中学校の表記



学校教育目標の具現化を図るためにも、本校
が全教育活動を通して目指す子どもの姿をより
具体的に設定することが大切です。

道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行う道
徳教育を、全教職員が共通理解して一体となって推進
するためには、学校として育てようとする児童（生徒）の
姿を明らかにしなければならない。その上で、校長の方
針に基づいて、学校の道徳教育の目標を設定して指導
することが大切である。

学校の教育活動全体を通じた道徳教育

「小（中）学校学習指導要領 解説総則編 第３章 第２節３の（１）」
※（ ）は中学校の表記



道徳教育の全体計画の評価、改善



法的根拠

教職員の願い

学校の教育目標

地域・保護者、
子どもの願い・実態

道徳教育の重点目標

各学年の重点目標

道徳科の
指導の方針 各教科、外国語活動、

総合的な学習の時間、
特別活動における
指導の方針生徒指導

特色ある教育活動、
豊かな体験活動、
環境整備、
家庭・地域との連携
における指導の方針

別葉
指導の内容・時期

道徳教育の全体計画（例）



道徳教育の全体計画の評価、改善
１ 子どもの実態把握１ 子どもの実態把握

【「自尊感情、規範意識を醸成する道徳教育の充実」北海道教育委員会（令和２年３月）】

□ 全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙等を活用する。



道徳教育の全体計画の評価、改善
１ 子どもの実態把握１ 子どもの実態把握
□ 内容項目を活用して児童生徒アンケートを行う。

【内容項目を活用したアンケートの例】 【アンケート結果を共有するための校内研修
資料の例】



道徳教育の全体計画の評価、改善
２ 保護者や地域の人々の願い２ 保護者や地域の人々の願い
□ 学校評価アンケートに道徳教育に関わる内容を設定する。
□ 保護者や地域住民対象の道徳アンケートを実施する。
□ 児童生徒の道徳性の発達や学校、家庭、地域の願いを交流し
合う機会をもつ。 など

【保護者対象のアンケートの例】 【アンケート結果を共有するための校内研修
資料の例】



道徳教育の全体計画の評価、改善
３ 教職員の願い３ 教職員の願い
□ 年間を通じて、教職員が子どもの成長やよさ、改善す
べき点等を共有する機会を設定する。

□ 学校の重点目標をもとに、学年やブロックで目標を設
定、更新する時間、それを全教職員で共有する時間
を設定する。 など

【ワークショップ型の校内研修で計画
の評価、改善】

【年間複数回の評価、改善の機
会の設定】



全体計画の別葉の評価、改善



６年生は、社会科の地方
公共団体の働きで公共に
ついて指導します。

例えば、小学校では

本校の重点目標は、「規範意識」です。内容項目Ｃの
視点「規則の尊重」について、各教科など、道徳科以外で
どのように行えるかを、全教職員で検討してください。

校長

１年生は、生活科の公園にある
遊具での遊びを通して公共心の
指導をします！

４年生は、特別活動の学級会で、自分たち
できまりをつくる指導をします。

全体計画の別葉の評価、改善



生徒会の活動で、学習のきまり
を守ることについて、生徒自身が
企画を立案できるように指導し
ます！

例えば、中学校では

「道徳教育を
行っている」とい
う意識が大切で
す。

校長

保健体育では、球技などで、ルールを
守って、みんなが協力して参加できるよう
にすることを意識して指導をします！

本校の重点目標は、「規範意識」です。内容項目Ｃの
視点「遵法精神」について、各教科など、道徳科以外で
どのように行えるかを、全教職員で検討してください。

吹奏楽部では、一般の方が利用する施設を
使わせてもらう際に、公徳心を考えさせます。

全体計画の別葉の評価、改善



日々の授業を行いながら、道徳教育とし
て指導したい教育活動をメモ

学校の重点内容項目に関わる
各教科等で行う道徳教育を構想

累積したメモの指導計画への位置付け

全体計画の別葉の作成手順（例）



例えば、重点目標の「思いやりをもつこと」「きまりを守ること」
を中心に、全教職員で検討した道徳科以外の道徳教育を
一覧表にし、別葉を作成します。

全体計画の別葉の作成手順（例）



道徳教育の全体計画に道徳科以外の道徳教育の内容
及び時期を示す必要があることが、総則に示されています。

道徳教育の全体計画の作成に当たっては、児童（生
徒）、学校及び地域の実態を考慮して、学校の道徳教
育の重点目標を設定するとともに、道徳科の指導方針、
第３章特別の教科道徳の第２に示す内容との関連を踏
まえた各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特
別活動における指導の内容及び時期並びに家庭や地域
社会との連携の方法を示すこと。

全体計画の別葉の作成手順（例）

「小（中）学校学習指導要領 第１章 総則の第６の１」
※（ ）は中学校の表記



重点目標「思いやり」に関わる指導

重点目標「規則の尊重」に関わる指導

例：小学校第２学年（指導の内容及び時期を示した例）

本校の道徳科以外の道徳教育の指導の内容及び時期が
明らかになりました。

全体計画の別葉の作成手順（例）



全体計画の別葉の評価、改善

実施状況の把握の視点実施状況の把握の視点

◯ 日常の道徳教育が確実に行われたか。
◯ 全体計画及び別葉が効果的に活用されていたか。
◯ 各教科等の特質を損なうことなく、学校の重点内容項
目に関わる指導が行われたか。

◯ 道徳科の授業が、日常の道徳教育と密接な関連を図
りながら実施されているか。

◯ 日常の道徳教育が確実に行われたか。
◯ 全体計画及び別葉が効果的に活用されていたか。
◯ 各教科等の特質を損なうことなく、学校の重点内容項
目に関わる指導が行われたか。

◯ 道徳科の授業が、日常の道徳教育と密接な関連を図
りながら実施されているか。



全体計画の別葉の評価、改善
実施状況の把握実施状況の把握

【別葉を職員室に掲示し
活用を進めている例】

□ 別葉の職員室掲示などの工夫を行い、指導した事項を
教職員で確認し合う。

◇各自の道徳教育の自己点検を行う。
◇他の学年の進捗状況を把握して、
自らの指導の参考にする。
◇新たな指導場面や改善点を朱書き
する。
◇重点内容項目に特化した別葉を作
成し、活用を進める。 など


